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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、各種政策の効果による雇用・所得環境の改善や企業収益の改善を

背景とした設備投資の増加などにより、緩やかな回復基調で推移いたしました。

 一方、当社が属する出版業界におきましては、スマートフォンやタブレット端末等の普及により情報伝達手段の

多様化が進み、紙メディアの市場は近年においてさらに縮小しております。このような環境の中で、当社は「感動

プロデュース企業へ」という企業ビジョンを具現化する中期戦略に基づき、「東京マーケティングドメイン」、

「投稿コンテンツドメイン」、「地域密着ドメイン」の３つの事業ドメインにおいて、経営資源の「選択と集中」

を図っております。また、「街」「旅」「働く女性応援」をテーマとして、社内メディアの枠を超えたクロス戦略

で、お客様に新たな価値を発信しております。

 このような営業活動の結果、当第３四半期累計期間の売上高は28億77百万円（前年同期比2.3％減）、営業利益

は１億28百万円（前年同期比11.1％減）、経常利益は１億72百万円（前年同期比3.0％増）、四半期純利益は95百

万円（前年同期比10.0％減）となりました。

 

セグメント別の業績は次のとおりであります。 

＜東京マーケティングドメイン＞

 東京マーケティングドメインにおきましては、東京圏で、オリジナルのマーケティング・モデルを創造するとい

う戦略のもと、「厳選店舗マーケティング」と「体験価値マーケティング」を軸に事業を展開してまいりました。

 「厳選店舗マーケティング」は、当第３四半期累計期間末現在で約230万人の会員数を有する女性向けウエブサ

イト「オズモール」の成功報酬型の送客サービス「オズのプレミアム予約」シリーズを中心に展開し、独自基準で

厳選したビューティーサロン、ホテル、レストランなどの利用予約サービスを提供しております。当第３四半期累

計期間においては、レストラン予約サービスに、朝食ブッフェや夜カフェ予約、季節限定の牡蠣食べ比べ予約など

を拡充し好評を博しており、前年同期と比較して売上は堅調に推移しております。「体験価値マーケティング」で

は、「オズモール」や女性向けライフスタイル誌「オズマガジン」、フリーマガジン「メトロミニッツ」などのメ

ディア展開とオリジナルイベントを組み合わせたソリューションビジネスを展開しております。前年同期と比較し

て、雑誌の販売売上につきましては市場の縮小の影響もあり減少しておりますが、広告売上につきましては前期よ

り引き続き注力しております地方自治体などをターゲットにした「旅」、商業施設などをターゲットにした「街」

をテーマにした広告商品が奏功し増加しております。

 このような営業活動の結果、東京マーケティングドメインの売上高は21億12百万円（前年同期比0.6％減）、営

業利益は１億31百万円（前年同期比23.6％増）となりました。

＜投稿コンテンツドメイン＞

 投稿コンテンツドメインにおきましては、ターゲット別小説投稿サイトの運営と書籍の発行を継続的に行ってお

ります。ターゲット別小説投稿サイトにおきましては、若年層向けのケータイ小説投稿サイト「野いちご」（会員

数：64万人）と20代から40代の女性向けの小説投稿サイト「Berry's cafe」（会員数：46万人）を運営しておりま

す。当第３四半期累計期間におきましては、両サイトともにスマートフォンアプリのダウンロード数とＰＶ数が増

加し、広告売上は順調に増加しております。書籍の販売売上につきましては、前年同期と比較しますと市場縮小の

影響もあり若年層向けの「ケータイ小説文庫」の売上が減少しておりますが、20代から40代の女性向けの「ベリー

ズ文庫」は読者から安定的な支持を得て売上が増加しております。また、電子書籍の売上も前年同期と比較して伸

長しております。

 このような営業活動の結果、投稿コンテンツドメインの売上高は４億89百万円（前年同期比4.8％減）、営業利

益は93百万円（前年同期比24.6％増）となりました。

＜地域密着ドメイン＞

 地域密着ドメインにおきましては、地域に密着して信頼の輪を広げ、地域の活性化に貢献することを事業の目的

とし、地域密着型フリーペーパー「アエルデ」の広告掲載営業活動と企業の販促物の制作請負を行う事業を継続的

に展開してまいりました。「アエルデ」においては、飲食店等の広告を掲載する広告営業活動を継続的に行ってお

りますが、紙クーポン広告市場の縮小とスマートフォンの普及による予約サイトとの競争が激化しており、前年同

期と比較して売上利益ともに減少しております。「アエルデ」は９月に大幅な誌面のリニューアルを行い、さらに

地域に根差した情報を届けるとともに、今後は記事広告などのクーポン型広告以外の広告やスマートフォンサイト

連動型の広告の受注にも注力し売上の増加を図ってまいります。

 このような営業活動の結果、地域密着ドメインの売上高は２億75百万円（前年同期比9.7％減）、営業利益は0.1

百万円（前年同期比98.6％減）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

①資産、負債、純資産の状況

（資産）

 当第３四半期会計期間末の資産は、前事業年度末と比べ１億29百万円増加し、41億72百万円となりました。

流動資産は、現金及び預金が３億39百万円増加した一方で、売掛金が３億68百万円減少したこと等により、前事業

年度末に比べ45百万円増加し、32億30百万円となりました。

 固定資産は、前事業年度末と比べると83百万円増加し、９億41百万円となりました。

（負債）

 当第３四半期会計期間末の負債は、前事業年度末と比べ38百万円増加し、７億48百万円となりました。

流動負債は、返品調整引当金が42百万円、未払消費税等が28百万円、買掛金が10百万円減少した一方で、賞与引当

金55百万円、未払法人税等が40百万円増加したため、前事業年度末と比べると７百万円増加し、５億80百万円とな

りました。

 固定負債は、役員退職慰労引当金を44百万円計上したこと等により、前事業年度末と比べると31百万円増加し、

１億68百万円となりました。

（純資産）

 当第３四半期会計期間末の純資産は、前事業年度末に比べ90百万円増加し、34億23百万円となりました。これは

主に、その他有価証券評価差額金が43百万円増加したこと等によるものであります。

 

②キャッシュ・フローの状況

 当第３四半期累計期間における現金および現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度に比べ３億39百

万円増加し、12億81百万円となりました。

 当第３四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

 営業活動の結果得られた資金は、５億30百万円（前年同四半期の得られた資金は２億67百万円）となりました。

これは主に、税引前四半期純利益１億72百万円、減価償却費１億１百万円を計上し、売上債権が３億68百万円減少

した一方で、未払消費税等が28百万円減少し、法人税等の支払額が69百万円発生したことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

 投資活動の結果使用した資金は、１億33百万円（前年同四半期の使用した資金は99百万円）となりました。これ

は主に、無形固定資産の取得による支出１億12百万円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

 財務活動の結果使用した資金は56百万円（前年同四半期の使用した資金は57百万円）となりました。これは株主

への配当金の支払いによるものであります。

 

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

 通期の業績予想に関しましては、平成27年２月12日発表の「平成26年12月期 決算短信（非連結）」に記載しま

した業績予想に変更はありません。

 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

会計方針の変更 

(退職給付に関する会計基準等の適用) 

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成27年３月26日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた

定めについて当第３四半期累計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額

の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法について、平均残存勤

務期間に基づく割引率から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引

率を使用する方法へ変更しております。 

 退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第３四半

期累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減してお

ります。 
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 この結果、当第３四半期累計期間の期首の退職給付引当金が12,465千円減少し、利益剰余金が8,022千円増加し

ております。なお、当第３四半期累計期間の営業利益、経常利益及び税引前四半期純利益に与える影響は軽微であ

ります。

 

（３）追加情報

（役員退職慰労引当金）

 当社は、平成27年３月４日開催の取締役会において、役員の退職慰労金の支出に備えて役員退職慰労金規程の

制定を決議いたしました。これに伴い、当該規程に基づく要支給額について、当第３四半期累計期間に販売費及

び一般管理費として役員退職慰労引当金繰入額を44,800千円計上しております。

 

（法人税率の変更等による影響）

  平成27年３月31日に「所得税法等の一部を改正する法律」（平成27年法律第９号）及び「地方税法等の一部を改

正する法律（平成27年法律第２号）」が交付され、平成27年４月１日以後に開始する事業年度から法人税率の引き

下げ及び事業税率の段階的な引き下げが行われることとなりました。これに伴い、平成28年１月１日に開始する事

業年度において解消が見込まれる一時差異については、繰延税金資産及び繰延税金負債を計算する法定実効税率が

35.6％から33.1％となります。また、平成29年１月１日に開始する事業年度以降において解消が見込まれる一時差

異については、繰延税金資産及び繰延税金負債を計算する法定実効税率が35.6％から32.3％となります。 

  この税率変更により、繰延税金負債の金額（繰延税金資産の金額を控除した金額）が9,826千円減少し、その他

有価証券評価差額金が12,722千円、法人税等調整額が2,896千円それぞれ増加しております
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３．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成26年12月31日) 
当第３四半期会計期間 
(平成27年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 942,685 1,281,976 

売掛金 1,474,978 1,106,740 

製品 33,597 31,973 

仕掛品 19,999 45,866 

前払費用 19,631 21,044 

関係会社預け金 800,000 800,000 

繰延税金資産 34,069 62,270 

その他 264 666 

返品債権特別勘定 △136,286 △106,085 

貸倒引当金 △4,046 △13,883 

流動資産合計 3,184,894 3,230,568 

固定資産    

有形固定資産    

建物附属設備（純額） 20,272 17,638 

工具、器具及び備品（純額） 26,810 25,410 

有形固定資産合計 47,082 43,048 

無形固定資産    

商標権 3,979 4,148 

ソフトウエア 298,033 321,163 

電話加入権 2,376 2,376 

ソフトウエア仮勘定 - 4,125 

無形固定資産合計 304,388 331,813 

投資その他の資産    

親会社株式 343,527 400,493 

投資有価証券 60,394 51,849 

保険積立金 - 2,715 

差入保証金 90,190 98,779 

その他 12,455 12,737 

投資その他の資産合計 506,567 566,576 

固定資産合計 858,039 941,437 

資産合計 4,042,934 4,172,006 

 

- 5 -

スターツ出版株式会社（7849） 平成27年12月期 第３四半期決算短信（非連結）



 

    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成26年12月31日) 
当第３四半期会計期間 
(平成27年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 227,934 217,320 

未払金 44,101 33,638 

未払法人税等 14,422 54,677 

未払事業所税 3,702 2,849 

未払消費税等 44,882 15,993 

未払費用 24,839 27,860 

前受金 10,455 20,368 

預り金 39,569 32,368 

賞与引当金 17,500 73,200 

返品調整引当金 114,464 71,887 

ポイント引当金 30,839 29,846 

流動負債合計 572,711 580,009 

固定負債    

退職給付引当金 29,559 15,298 

役員退職慰労引当金 - 44,800 

繰延税金負債 107,431 108,572 

固定負債合計 136,990 168,671 

負債合計 709,701 748,680 

純資産の部    

株主資本    

資本金 540,875 540,875 

資本剰余金 536,125 536,125 

利益剰余金 2,039,510 2,085,716 

自己株式 △189 △189 

株主資本合計 3,116,320 3,162,526 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 216,911 260,798 

評価・換算差額等合計 216,911 260,798 

純資産合計 3,333,232 3,423,325 

負債純資産合計 4,042,934 4,172,006 
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（２）四半期損益計算書

（第３四半期累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期累計期間 
(自 平成26年１月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成27年１月１日 
 至 平成27年９月30日) 

売上高 2,945,662 2,877,658 

売上原価 2,004,486 2,017,469 

売上総利益 941,175 860,188 

返品調整引当金戻入額 88,651 114,464 

返品調整引当金繰入額 91,307 71,887 

差引売上総利益 938,519 902,765 

販売費及び一般管理費 794,225 774,518 

営業利益 144,294 128,246 

営業外収益    

受取利息 6,125 3,146 

受取配当金 8,399 33,873 

雑収入 8,517 8,827 

その他 300 213 

営業外収益合計 23,343 46,060 

営業外費用    

雑損失 - 1,669 

為替差損 - 32 

営業外費用合計 - 1,702 

経常利益 167,637 172,604 

特別損失    

固定資産除却損 92 - 

特別損失合計 92 - 

税引前四半期純利益 167,545 172,604 

法人税、住民税及び事業税 75,550 112,859 

法人税等調整額 △14,385 △36,036 

法人税等合計 61,165 76,823 

四半期純利益 106,379 95,780 
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第３四半期累計期間 
(自 平成26年１月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成27年１月１日 
 至 平成27年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税引前四半期純利益 167,545 172,604 

減価償却費 83,141 101,548 

固定資産除却損 92 - 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △799 9,837 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） - 44,800 

賞与引当金の増減額（△は減少） 59,000 55,700 

退職給付引当金の増減額（△は減少） △2,366 △1,795 

返品債権特別勘定の増減額（△は減少） 17,714 △30,200 

返品調整引当金の増減額（△は減少） 2,655 △42,576 

ポイント引当金の増減額（△は減少） △4,010 △993 

受取利息及び受取配当金 △14,525 △37,019 

売上債権の増減額（△は増加） 168,608 368,238 

たな卸資産の増減額（△は増加） △311 △24,243 

その他の資産の増減額（△は増加） △6,926 △1,824 

仕入債務の増減額（△は減少） 9,916 △10,614 

未払金の増減額（△は減少） △36,475 △13,623 

未払消費税等の増減額（△は減少） 6,973 △28,888 

その他の負債の増減額（△は減少） 24,957 5,093 

その他 △3,853 △2,983 

小計 471,337 563,058 

利息及び配当金の受取額 14,525 37,030 

法人税等の支払額 △218,690 △69,835 

営業活動によるキャッシュ・フロー 267,172 530,253 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △5,004 △10,390 

無形固定資産の取得による支出 △94,039 △112,015 

保険積立金の積立による支出 - △2,715 

差入保証金の差入による支出 - △8,588 

その他 △565 △282 

投資活動によるキャッシュ・フロー △99,608 △133,993 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

配当金の支払額 △57,703 △56,969 

自己株式の取得による支出 △189 - 

財務活動によるキャッシュ・フロー △57,893 △56,969 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 109,670 339,290 

現金及び現金同等物の期首残高 932,468 942,685 

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,042,139 1,281,976 
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期累計期間（自 平成26年１月１日 至 平成26年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円） 

 
東京マーケティング 

ドメイン 

投稿コンテンツ 

ドメイン 

地域密着 

ドメイン 
計 調整額(注) 

四半期損益 

計算書計上額 

売上高            

外部顧客への

売上高 

2,125,821 514,110 305,730 2,945,662 － 2,945,662 

セグメント間

の内部売上高又

は振替高 

－ － － － － － 

計 2,125,821 514,110 305,730 2,945,662 － 2,945,662 

セグメント別営

業利益 
106,008 74,821 14,357 195,186 △50,891 144,294 

（注）セグメント利益の調整額△50,891千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用になります。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第３四半期累計期間（自 平成27年１月１日 至 平成27年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円） 

 
東京マーケティング 

ドメイン 

投稿コンテンツ 

ドメイン 

地域密着 

ドメイン 
計 調整額(注) 

四半期損益 

計算書計上額 

売上高            

外部顧客への

売上高 

2,112,494 489,214 275,949 2,877,658 － 2,877,658 

セグメント間

の内部売上高又

は振替高 

－ － － － － － 

計 2,112,494 489,214 275,949 2,877,658 － 2,877,658 

セグメント別営

業利益 
131,037 93,214 195 224,447 △96,200 128,246 

（注）セグメント利益の調整額△96,200千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用になります。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。
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